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(57)【要約】
【課題】複数の無線システムのシステム信号を同時に送
受信する送受信系の回路構成を簡素化して、部品点数の
増加、回路規模拡大、面積拡大、電力消費増加を低減す
ること。
【解決手段】無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００
Ｃに対応して設けられ、無線システム１００Ｂ，１００
Ｃの中心周波数から所定周波数だけシフトさせた局部発
振信号を生成する局部発振器１２０ｂ，１２０ｃと、前
記各局部発振信号をそれぞれ受信信号に乗算することで
、各無線システムのベースバンド信号を得る復調器１１
９ｂ，１１９ｃと、前記各無線システムの数よりも少な
い数だけ設けられ、前記中心周波数をシフトした局部発
振信号を用いて復調された無線システムのベースバンド
信号のアナログディジタル変換を、この無線システムよ
りも広帯域の無線システム１００Ａのベースバンド信号
をアナログディジタル変換する回路を流用して行うＡＤ
変換器１２２ａと、を具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対応可能な無線通信装置であって、
　前記各無線システムに対応して設けられ、少なくとも１つは、自無線システムの中心周
波数から所定周波数だけシフトさせた局部発振信号を生成する複数の局部発振器と、
　前記各局部発振器によって生成された局部発振信号をそれぞれ受信信号に乗算すること
で、各無線システムのベースバンド信号を得る復調器と、
　前記複数の無線システムの数よりも少ない数だけ設けられ、前記中心周波数をシフトし
た局部発振信号を用いて復調された無線システムのベースバンド信号のアナログディジタ
ル変換を、この無線システムよりも広帯域の無線システムのベースバンド信号をアナログ
ディジタル変換する回路を流用して行うＡＤ変換器と、
　を具備する無線通信装置。
【請求項２】
　前記複数の局部発振器のうち、最も広帯域の無線システム用の局部発振器は、中心周波
数がシフトしていない局部発振信号を生成し、
　前記複数の局部発振器のうち、前記最も広帯域の無線システム用の局部発振器を除く他
の無線システム用の局部発振器は、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフ
トした局部発振信号を生成し、
　前記ＡＤ変換器は、前記最も広帯域の無線システムのベースバンド信号をアナログディ
ジタル変換可能な性能を持つ、単一のＡＤ変換回路でなり、全ての前記無線通信システム
のベースバンド信号を当該単一のＡＤ変換回路でアナログディジタル変換する
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記最も広帯域の無線システム用の局部発振器を除く他の無線システム用の局部発振器
の前記周波数シフト量は、各無線システム間で異なり、かつ前記最も広帯域の無線システ
ムの周波数帯域の１／２以内に設定されている
　請求項２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記復調器と前記ＡＤ変換器の間に設けられ、前記復調器から出力される各無線システ
ムのベースバンド信号をフィルタリングして前記ＡＤ変換器に出力する各無線システム用
の複数のバンドパスフィルタを、さらに具備する
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記複数の局部発振器により生成された複数の局部発振信号を合成して前記復調器に入
力させる合成器を、さらに具備する
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対応可能な無線通信装置であって、
　前記各無線システムに対応して設けられ、少なくとも１つは、自無線システムの中心周
波数から所定周波数だけシフトした局部発振信号を生成する複数の局部発振器と、
　前記各局部発振器によって生成された局部発振信号を、前記各無線システムのディジタ
ルアナログ変換後のベースバンド信号に乗算することで、前記各無線システムの無線信号
を得る変調器と、
　前記複数の無線システムの数よりも少ない数だけ設けられ、前記中心周波数をシフトし
た局部発振信号を用いて変調される前記各無線システムのベースバンド信号のディジタル
アナログ変換を、この無線システムよりも広帯域の無線システムのベースバンド信号をデ
ィジタルアナログ変換する回路を流用して行うＤＡ変換器と、
　を具備する無線通信装置。
【請求項７】
　前記複数の局部発振器のうち、最も広帯域の無線システム用の局部発振器は、中心周波
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数がシフトしていない局部発振信号を生成し、
　前記複数の局部発振器のうち、前記最も広帯域の無線システム用の局部発振器を除く他
の無線システム用の局部発振器は、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフ
トした局部発振信号を生成し、
　前記ＤＡ変換器は、前記最も広帯域の無線システムのベースバンド信号をディジタルア
ナログ変換可能な性能を持つ、単一のＤＡ変換回路でなり、全ての前記無線通信システム
のベースバンド信号を当該単一のＤＡ変換回路でディジタルアナログ変換する
　請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記最も広帯域の無線システム用の局部発振器を除く他の無線システム用の局部発振器
の前記周波数シフト量は、各無線システム間で異なり、かつ前記最も広帯域の無線システ
ムの周波数帯域の１／２以内に設定されている
　請求項６に記載の無線通信装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対応可能な無線通信装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信技術の多様化、周波数のマルチバンド化が進むなか、この種の無線通信装置
では、システム的にもマルチ化が必要になった場合、マルチバンド及びマルチシステムの
両方の機能に対応する要素を備えた回路構成が必須となる。
【０００３】
　図６に、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対応可能な無線通信装置の
受信系の一例を示す。図６に示す無線通信装置６０は、それぞれ周波数帯域が異なる複数
の無線システム６０Ａ，６０Ｂ，６０Ｃを備えている。ここで、無線システム６０Ａは、
周波数帯域が最も広い無線システムとする。また、無線システム６０Ｂは、無線システム
６０Ａよりも周波数帯域が狭い無線システムとする。また、無線システム６０Ｃは、周波
数帯域が最も狭い無線システムとする。
【０００４】
　図６に示すように、無線システム６０Ａの受信系のアンテナ１１ａは、無線システム６
０Ａのシステム信号ＲＦ１を受信し、これを、バンドパスフィルタ１２ａ、ローノイズア
ンプ１３ａ、可変利得アンプ１４ａからなる伝送回路１５ａに送出する。バンドパスフィ
ルタ１２ａは、アンテナ１１ａから入力された受信信号をローノイズアンプ１３ａに出力
する。ローノイズアンプ１３ａは、バンドパスフィルタ１２ａから入力された受信信号を
増幅して可変利得アンプ１４ａに出力する。可変利得アンプ１４ａは、ローノイズアンプ
１３ａから入力された増幅信号の振幅レベルを一定に保つように制御して増幅し、これを
、分配器１６ａ、乗算器１７ａ、移相器１８ａからなる復調器１９ａに送出する。復調器
１９ａは、局部発振器２０ａによって生成された局部発振信号を受信信号に乗算すること
で、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線システム６０Ａのベースバンド信号（復調信号
）を得、これをローパスフィルタ２１ａに出力する。ローパスフィルタ２１ａは、復調器
１９ａから入力される復調信号の不要波帯域を抑圧し、これをＡＤ変換器（ＡＤＣ）２２
ａに出力する。ＡＤＣ２２ａは、ローパスフィルタ２１ａから入力される復調信号をアナ
ログディジタル変換する。
【０００５】
　同様に、無線システム６０Ｂの受信系は、アンテナ１１ｂで受信した無線システム６０
Ｂのシステム信号ＲＦ２を、伝送回路１５ｂで増幅し、これを復調器１９ｂに送出する。
復調器１９ｂは、局部発振器２０ｂによって生成された局部発振信号を受信信号に乗算す
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ることで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線システム６０Ｂの復調信号を得、これを
ローパスフィルタ２１ｂに出力する。ローパスフィルタ２１ｂは、復調器１９ｂから入力
される復調信号の不要波帯域を抑圧し、これをＡＤＣ２２ｂに出力する。ＡＤＣ２２ｂは
、ローパスフィルタ２１ｂから入力される復調信号をアナログディジタル変換する。
【０００６】
　同様に、無線システム６０Ｃは、アンテナ１１ｃで受信した無線システム６０Ｃのシス
テム信号ＲＦ３を、伝送回路１５ｃで増幅し、これを復調器１９ｃに送出する。復調器１
９ｃは、局部発振器２０ｃによって生成された局部発振信号を受信信号に乗算することで
、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる第３の無線システム６０Ｃの復調信号を得、これをロ
ーパスフィルタ２１ｃに出力する。ローパスフィルタ２１ｃは、復調器１９ｃから入力さ
れる復調信号の不要波帯域を抑圧し、これをＡＤＣ２２ｃに出力する。ＡＤＣ２２ｃは、
ローパスフィルタ２１ｃから入力される復調信号をアナログディジタル変換する。
【０００７】
　図７に、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対応可能な無線通信装置の
受信系の他の構成を示す。図７に示す無線通信装置７０は、各無線システム６０Ａ，６０
Ｂ，６０Ｃのシステム信号ＲＦ１，ＲＦ２，ＲＦ３を共用アンテナ７１で受信し、これを
アンテナ共用部７２により各無線システム６０Ａ，６０Ｂ，６０Ｃのそれぞれの受信系に
分配して処理する構成を採っている。それ以外の構成は、図６に示した無線通信装置６０
の構成と同じであるので、その説明は省略する。
【０００８】
　図８に、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対応可能な無線通信装置の
送信系の構成を示す。図８に示す無線通信装置８０は、無線システム８０Ａと、無線シス
テム８０Ｂと、無線システム８０Ｃと、を備えている。
【０００９】
　無線システム８０Ａは、そのベースバンド信号が、Ｉ／Ｑ信号としてＤＡ変換器（ＤＡ
Ｃ）２３ａに入力される。ＤＡＣ２３ａは、入力された無線システム８０Ａのベースバン
ド信号をディジタルアナログ変換し、これを、移相器２５ａ、乗算器２６ａ、合成器２７
ａからなる変調器２８ａに送出する。変調器２８ａは、局部発振器２４ａによって生成さ
れた局部発振信号をディジタルアナログ変換後の信号に乗算することで、無線システム８
０Ａの無線信号を得、これを、バンドパスフィルタ２９ａ、可変利得アンプ３０ａ、パワ
ーアンプ３１ａ、バンドパスフィルタ３２ａからなる伝送回路３３ａに送出する。伝送回
路３３ａは、変調器２８ａから入力された無線信号を、無線システム８０Ａで用いる無線
周波数のシステム信号ＲＦ１の帯域幅に制御して増幅し、これをアンテナ３４ａに送出す
る。アンテナ３４ａは、伝送回路３３ａから入力された無線システム８０Ａのシステム信
号ＲＦ１を空間へ送信する。
【００１０】
　同様に、無線システム８０Ｂは、そのベースバンド信号をＤＡＣ２３ｂによりディジタ
ルアナログ変換し、これを変調器２８ｂに渡して無線システム８０Ｂの無線信号を得る。
伝送回路３３ｂは、変調器２８ｂから渡された無線信号を、無線システム８０Ｂで用いる
無線周波数のシステム信号ＲＦ２の帯域幅に制御して増幅し、これをアンテナ３４ｂに送
出する。アンテナ３４ｂは、伝送回路３３ｂから入力された無線システム８０Ｂのシステ
ム信号ＲＦ２を空間へ送信する。
【００１１】
　同様に、無線システム８０Ｃは、そのベースバンド信号をＤＡＣ２３ｃによりディジタ
ルアナログ変換し、これを変調器２８ｃに送出して無線システム８０Ｃの無線信号を得る
。伝送回路３３ｃは、変調器２８ｃから入力された無線信号を、無線システム８０Ｃのシ
ステム信号ＲＦ３の帯域幅に制御して増幅し、これをアンテナ３４ｃに送出する。アンテ
ナ３４ｃは、伝送回路３３ｃから入力された無線システム８０Ｃのシステム信号ＲＦ３を
空間へ送信する。
【００１２】
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　図９に、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対応可能な無線通信装置の
送信系の他の構成を示す。図９に示す無線通信装置９０は、各無線システム８０Ａ，８０
Ｂ，８０Ｃのシステム信号ＲＦ１，ＲＦ２，ＲＦ３を、合成器９１で合成し、これを共用
アンテナ９２で送信する構成を採っている。それ以外の構成は、無線通信装置８０の構成
と同じであるので、その説明は省略する。
【００１３】
　なお、この種の無線通信装置として、特許文献１に記載の「ヘテロダイン方式の受信機
」、特許文献２に記載の「高周波無線装置」などが知られている。特許文献１に記載の「
ヘテロダイン方式の受信機」では、２つの無線システムを同時に受信するために、各無線
システムに対応した２系統の受信回路を用いている。また、特許文献２に記載の「高周波
無線装置」では、周波数のマルチバンド化の方法として、複数の局部発振器を備え、帯域
ごとに局部発振器を切り替えるようにしている。
【特許文献１】特開２００３－２９８４４７号公報
【特許文献２】特開２００３－２０９４８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　ところで、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムを備えた従来の無線通信装
置では、各無線システムに対応した局部発振信号を各無線システムの受信信号又はベース
バンド信号に乗算して、復調波又は変調波を得、これらを個別にダウンコンバート、アッ
プコンバートしている。ダイレクトコンバージョン方式の場合は、通常、局部発振信号周
波数＝受信中心周波数、及び送信中心周波数である。
【００１５】
　このため、この種の無線通信装置では、各無線システムに対応した複数の局部発振信号
を、各無線システムのそれぞれの受信信号又はベースバンド信号に同時に乗算すると、各
無線システムの変調波又は復調波が互いに干渉してしまい、それらを同時に変調又は復調
することができない。
【００１６】
　従って、この種の無線通信システムでは、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線シス
テムのシステム信号を同時に送受信可能な構成とする場合、特許文献１に記載の「ヘテロ
ダイン方式の受信機」、及び図６、図７、図８、図９に示した無線通信装置のように、各
無線システムにおけるベースバンド信号又は受信信号の変調又は復調を、各無線システム
用のそれぞれの変調器又は復調器で個別に行う必要があった。
【００１７】
　また、特許文献２に記載の「高周波無線装置」では、帯域ごとに局部発振器を切り替え
て周波数をマルチバンド化しているため、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システ
ムの複数の周波数を同時に送受信することはできない。
【００１８】
　このため、この種の従来の無線通信装置では、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線
システムの周波数バンドを同時に送受信可能なマルチバンド及びマルチシステムに対応す
る構成とした場合に、部品点数、回路規模、基板面積、電力消費量が、送受信可能な無線
システムの数に比例して拡大してしまうという問題があった。
【００１９】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたもので、複数の無線システム及び周波数バンドを
同時に送受信する複数の回路構成を簡素化して、複数の無線システムの周波数バンドを同
時に送受信可能な構成とした際に生じる、部品点数の増加、回路規模拡大、面積拡大、電
力消費増加を抑制することができる無線通信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　かかる課題を解決するため、本発明の無線通信装置は、それぞれ周波数帯域が異なる複
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数の無線システムに対応可能な無線通信装置であって、前記各無線システムに対応して設
けられ、少なくとも１つは、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフトさせ
た局部発振信号を生成する複数の局部発振器と、前記各局部発振器によって生成された局
部発振信号をそれぞれ受信信号に乗算することで、各無線システムのベースバンド信号を
得る復調器と、前記複数の無線システムの数よりも少ない数だけ設けられ、前記中心周波
数をシフトした局部発振信号を用いて復調された無線システムのベースバンド信号のアナ
ログディジタル変換を、この無線システムよりも広帯域の無線システムのベースバンド信
号をアナログディジタル変換する回路を流用して行うＡＤ変換器と、を具備する構成を採
る。
【００２１】
　また、本発明の無線通信装置は、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムに対
応可能な無線通信装置であって、前記各無線システムに対応して設けられ、少なくとも１
つは、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフトした局部発振信号を生成す
る複数の局部発振器と、前記各局部発振器によって生成された局部発振信号を、前記各無
線システムのディジタルアナログ変換後のベースバンド信号に乗算することで、前記各無
線システムの無線信号を得る変調器と、前記複数の無線システムの数よりも少ない数だけ
設けられ、前記中心周波数をシフトした局部発振信号を用いて変調される前記各無線シス
テムのベースバンド信号のディジタルアナログ変換を、この無線システムよりも広帯域の
無線システムのベースバンド信号をディジタルアナログ変換する回路を流用して行うＤＡ
変換器と、を具備する構成を採る。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、前記各無線システムに対応して設けられた複数の局部発振器のうちの
少なくとも１つは、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフトさせた局部発
振信号を生成するので、当該無線システムの受信信号又はベースバンド信号は、他の無線
システムの中心周波数から所定周波数だけシフトした帯域に復調又は変調される。従って
、本発明によれば、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システムのうちの１つの無線
システムの受信信号又はベースバンド信号を、当該無線システムよりも広帯域の無線シス
テム用のＡＤ変換器又はＤＡ変換器を用いて、前記広帯域の無線システムの受信信号又は
ベースバンド信号と同時にアナログディジタル変換又はディジタルアナログ変換しても、
前記両無線システムのそれぞれの受信信号又はベースバンド信号を、干渉なく復調又は変
調することができる。よって、本発明によれば、少なくとも１つの無線システム専用のＡ
Ｄ変換器又はＤＡ変換器を削除することができ、当該無線システムの回路構成を簡素化す
ることができるので、複数の無線システムの周波数バンドを同時に送受信可能な構成とし
た際に生じる、部品点数の増加、回路規模拡大、面積拡大、電力消費増加を抑制すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、各図にお
いて同一の構成又は機能を有する構成要素及び相当部分には、同一の符号を付してその説
明は繰り返さない。
【００２４】
　（実施の形態１）
　図１に、実施の形態１に係る無線通信装置の受信系の構成を示す。図１に示すように、
本例の無線通信装置１００は、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システム１００Ａ
，１００Ｂ，１００Ｃを備えている。各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃには
、それぞれに対応した復調器１１９ａ，１１９ｂ，１１９ｃが個別に設けられている。こ
こで、無線システム１００Ａは、周波数帯域が最も広い無線システムとする。また、無線
システム１００Ｂは、無線システム１００Ａよりも周波数帯域が狭い無線システムとする
。また、無線システム１００Ｃは、周波数帯域が最も狭い無線システムとする。
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【００２５】
　各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃのそれぞれのシステム信号ＲＦ１，ＲＦ
２，ＲＦ３は、個別のアンテナ１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃ、又は共用アンテナ１７１
により受信される。
【００２６】
　ここで、共用アンテナ１７１で各システム信号を受信する構成とした場合には、共用ア
ンテナ１７１が受信した各システム信号をアンテナ共用部１７２に送出する。アンテナ共
用部１７２は、共用アンテナ１７１から送られる各システム信号を、各受信系１００Ａ，
１００Ｂ，１００Ｃの、伝送回路１１５ａ，１１５ｂ，１１５ｃに分配する。各伝送回路
１１５ａ，１１５ｂ，１１５ｃは、それぞれバンドパスフィルタ１１２ａ，１１２ｂ，１
１２ｃ、ローノイズアンプ１１３ａ，１１３ｂ，１１３ｃ、可変利得アンプ１１４ａ，１
１４ｂ，１１４ｃを備えている。
【００２７】
　一方、個別のアンテナ１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃにより各システム信号を受信する
構成とした場合には、各アンテナ１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃが受信した各システム信
号を、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの受信系の伝送回路１１５ａ，１１
５ｂ，１１５ｃに個別に送出する。
【００２８】
　無線システム１００Ａの受信系のバンドパスフィルタ１１２ａは、入力されたシステム
信号のうち、無線システム１００Ａの受信信号をローノイズアンプ１１３ａに出力する。
ローノイズアンプ１１３ａは、バンドパスフィルタ１１２ａから入力された無線システム
１００Ａに対応した周波数帯域の受信信号を増幅して可変利得アンプ１１４ａに出力する
。可変利得アンプ１１４ａは、ローノイズアンプ１１３ａから入力された増幅信号の振幅
レベルを一定に保つように制御して増幅し、これを、分配器１１６ａ、乗算器１１７ａ、
移相器１１８ａからなる復調器１１９ａに送出する。復調器１１９ａは、無線システム１
００Ａ用の局部発振器１２０ａによって生成された局部発振信号を受信信号に乗算するこ
とで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線システム１００Ａのベースバンド信号（復調
信号）を得、これをローパスフィルタ１２１ａに出力する。
【００２９】
　ローパスフィルタ１２１ａは、復調器１１９ａから入力される復調信号の不要波帯域を
抑圧し、無線システム１００Ａのベースバンド信号をＡＤ変換器（ＡＤＣ）１２２ａに出
力する。ＡＤＣ１２２ａは、ローパスフィルタ１２１ａから入力される所望の帯域幅の復
調信号をアナログディジタル変換する。
【００３０】
　同様に、無線システム１００Ｂは、その受信信号を伝送回路１１５ｂで増幅し、これを
復調器１１９ｂに送出する。復調器１１９ｂは、無線システム１００Ｂ用の局部発振器１
２０ｂによって生成された局部発振信号を受信信号に乗算することで、直交復調したＩ／
Ｑ信号からなる無線システム１００Ｂのベースバンド信号を得、これをバンドパスフィル
タ１２１ｂに出力する。バンドパスフィルタ１２１ｂは、復調器１１９ｂから入力される
ベースバンド信号の不要波帯域を抑圧し、これを無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２
ａに出力する。ＡＤＣ１２２ａは、バンドパスフィルタ１２１ｂから入力されるベースバ
ンド信号をアナログディジタル変換する。
【００３１】
　同様に、無線システム１００Ｃは、その受信信号を伝送回路１１５ｃで増幅し、これを
復調器１１９ｃに送出する。復調器１１９ｃは、無線システム１００Ｃ用の局部発振器１
２０ｃによって生成された局部発振信号を受信信号に乗算することで、直交復調したＩ／
Ｑ信号からなる無線システム１００Ｃのベースバンド信号を得、これをバンドパスフィル
タ１２１ｃに出力する。バンドパスフィルタ１２１ｃは、復調器１１９ｃから入力される
ベースバンド信号の不要波帯域を抑圧し、これを無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２
ａに出力する。ＡＤＣ１２２ａは、バンドパスフィルタ１２１ｃから入力されるベースバ
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ンド信号をアナログディジタル変換する。
【００３２】
　このように、本例の無線通信装置１００では、無線システム１００Ｂ，１００Ｃよりも
広帯域の無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２ａを流用して、無線システム１００Ｂ，
１００Ｃのベースバンド信号のアナログディジタル変換を行うようにしている。
【００３３】
　しかしながら、前述したように、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃに対応
した複数の局部発振信号を、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃのそれぞれの
受信信号に同時に乗算すると、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの復調波が
互いに干渉してしまい、それらを同時に変調又は復調することができない。このため、こ
のままでは、無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２ａを流用して、各無線システム１０
０Ａ，１００Ｂ，１００Ｃのベースバンド信号を同時にアナログディジタル変換すること
はできない。
【００３４】
　従って、無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２ａを流用して、各無線システム１００
Ａ，１００Ｂ，１００Ｃのベースバンド信号を同時にアナログディジタル変換するために
は、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの復調波が互いに干渉しないように、
各無線システム１００Ａ，Ｂ１００，１００Ｃ用の復調器１１９ａ，１１９ｂ，１１９ｃ
による直交復調処理段階で、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの周波数バン
ドをマルチ化して各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの信号処理系統を統一す
る必要がある。
【００３５】
　そこで、本例の無線通信装置１００では、無線システム１００Ａ用の局部発振器１２０
ａは、無線システム１００Ａの受信信号の中心周波数をシフトさせない局部発振信号を生
成し、これをそのまま復調器１１９ａに入力する。これにより、復調器１１９ａは、局部
発振器１２０ａによって生成された中心周波数がシフトしていない局部発振信号を、無線
システム１００Ａの受信系の受信信号に乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からな
る無線システム１００Ａのベースバンド信号を得る。
【００３６】
　この無線システム１００ＡのＩ／Ｑ信号に復調した後のベースバンド信号は、中心周波
数がシフトされない通常のダイレクトコンバージョン方式なので、そのフィルタリングに
はローパスフィルタ１２１ａを用い、これを無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２ａに
送出してアナログディジタル変換する。
【００３７】
　一方、無線システム１００Ｂ用の局部発振器１２０ｂは、無線システム１００Ｂの受信
信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ１を加算して、中心周波数をシフト周波数
Ｓ１分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを復調器１１９ｂに入力す
る。これにより、復調器１１９ｂは、局部発振器１２０ｂによって生成された中心周波数
がシフト周波数Ｓ１分だけシフトしている局部発振信号を、無線システム１００Ｂの受信
信号に乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線システム１００Ｂのベース
バンド信号を得る。
【００３８】
　この無線システム１００ＢのＩ／Ｑ信号に復調した後のベースバンド信号は、中心周波
数が“０Ｈｚ”よりもシフト周波数Ｓ１分だけずれたベースバンド信号であるので、その
フィルタリングにはバンドパスフィルタ１２１ｂを用い、これを無線システム１００Ａ用
のＡＤＣ１２２ａを流用してアナログディジタル変換する。
【００３９】
　同様に、無線システム１００Ｃの受信系の局部発振器１２０ｃでは、無線システム１０
０Ｃの受信信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ２を加算して、中心周波数をシ
フト周波数Ｓ２分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを復調器１１９
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ｃに入力する。
【００４０】
　これにより、復調器１１９ｃは、局部発振器１２０ｃによって生成された中心周波数が
シフト周波数Ｓ２分だけシフトしている局部発振信号を、無線システム１００Ｃの受信信
号に乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線システム１００Ｃのベースバ
ンド信号を得る。
【００４１】
　この無線システム１００ＣのＩ／Ｑ信号に復調した後のベースバンド信号は、中心周波
数が“０Ｈｚ”よりもシフト周波数Ｓ２分だけずれたベースバンド信号であるので、その
フィルタリングにはバンドパスフィルタ１２１ｃを用い、これを無線システム１００Ａ用
のＡＤＣ１２２ａを流用してアナログディジタル変換する。
【００４２】
　なお、ここでは、３つの無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの受信系について
説明したが、例えば、図示しないその他の無線システム１００ｎの受信系でも、無線シス
テム１００Ｂ，１００Ｃと同様に、無線システム１００ｎ用の局部発振器１２０ｎは、無
線システム１００ｎの受信信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓｎを加算して、
中心周波数をシフト周波数Ｓｎ分だけシフトさせた局部発振信号を生成し、これを復調器
１１９ｎに入力する。
【００４３】
　これにより、復調器１１９ｎは、無線システム１００ｎ用の局部発振器１２０ｎによっ
て生成された中心周波数がシフト周波数Ｓｎ分だけシフトしている局部発振信号を、無線
システム１００ｎの受信信号に乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線シ
ステム１００ｎのベースバンド信号を得る。
【００４４】
　この無線システム１００ｎのＩ／Ｑ信号に復調した後のベースバンド信号は、中心周波
数が“０Ｈｚ”よりもシフト周波数Ｓｎ分だけずれたベースバンド信号になるので、その
フィルタリングにはバンドパスフィルタを用い、これを無線システム１００Ａ用のＡＤＣ
１２２ａを流用してアナログディジタル変換する。
【００４５】
　このように、本例の無線通信装置１００では、それぞれ周波数帯域が異なる各無線シス
テム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ，１００ｎの局部発振器１２０ａ，１２０ｂ，１２０
ｃ，１２０ｎのうち、最も広帯域の無線システム１００Ａ用の局部発振器１２０ａは、中
心周波数がシフトしていない局部発振信号を生成する。また、この最も広帯域の無線シス
テム１００Ａ用の局部発振器１２０ａを除く、他の無線システム１００Ｂ，１００Ｃ，１
００ｎ用の局部発振器１２０ｂ、１２０ｃは、自無線システム１００Ｂ，１００Ｃ，１０
０ｎの中心周波数から所定のシフト周波数Ｓ１，Ｓ２，Ｓｎだけシフトした局部発振信号
を生成する。
【００４６】
　そして、本例の無線通信装置１００では、最も広帯域の無線システム１００Ａを受信し
ていない時に、他の各無線システム１００Ｂ、１００Ｃ，１００ｎの中心周波数から所定
のシフト周波数Ｓ１，Ｓ２だけシフトしたそれぞれの局部発振信号を復調器１１９ｂ，１
１９ｃ，１１９ｎに入力して、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ，１００ｎ
の受信信号を同時に復調する。
【００４７】
　これにより、本例の無線通信装置１００では、図２に示すように、広帯域の無線システ
ム１００Ａのベースバンド信号の帯域の中に、無線システム１００Ｂのベースバンド信号
、及び無線システム１００Ｃのベースバンド信号を埋め込んで、各無線システム１００Ｂ
，１００Ｃの受信信号を、復調器１１９ｂ，１１９ｃにより互いに干渉させることなく同
時に復調することが可能になる。
【００４８】
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　従って、本例の無線通信装置１００では、最も広帯域の無線システム１００Ａのベース
バンド信号をアナログディジタル変換可能な性能を持つ、無線システム１００Ａ用のＩ／
Ｑ信号用の１組のＡＤＣ１２２ａを使用して、各無線システム１００Ｂ，１００Ｃのそれ
ぞれのベースバンド信号を同時にアナログディジタル変換することが可能になる。
【００４９】
　このように、本例の無線通信装置１００では、最も広帯域の無線システム１００Ａ用の
１組のＡＤＣ１２２ａを、他の無線システム１００Ｂ，１００Ｃ，１００ｎのＡＤ変換器
として流用することができるので、これらの無線システム１００Ｂ，１００Ｃ，１００ｎ
用のＡＤ変換器を設ける必要がなくなり、その回路構成を簡素化することができる。
【００５０】
　従って、本例の無線通信装置１００によれば、複数の無線システム１００Ａ，１００Ｂ
，１００Ｃ，１００ｎの回路構成を簡素化、複数の周波数バンドを同時に受信可能な構成
とした際に生じる、部品点数の増加、回路規模拡大、面積拡大、電力消費増加を低減する
ことができる。
【００５１】
　なお、ここでは、各無線システム１００Ｂ，１００Ｃのベースバンド信号を、最も広帯
域の無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２ａを流用してアナログディジタル変換するよ
うにしているが、無線システム１００Ｃのベースバンド信号は、無線システム１００Ｂ用
のＡＤ変換器（図６に示すＡＤＣ２２ｂに相当）を流用してアナログディジタル変換する
ように構成してもよい。ただし、この場合には、無線システム１００Ｂ用の局部発振器１
２０ｂは、無線システム１００Ａと同様に、無線システム１００Ｂの受信信号の中心周波
数をシフトさせない局部発振信号を生成し、これをそのまま復調器１１９ｂに入力するよ
うにする。この構成では、図６に示した無線システム６０Ｃ用のＡＤＣ２２ｃが不要にな
る。
【００５２】
　また、最も広帯域の無線システム１００Ａ用の局部発振器１２０ａを除く他の無線シス
テム１１０Ｂ，１００Ｃ用の局部発振器１２０ｂ，１２０ｃで生成される局部発振信号の
周波数シフト量は、それぞれの無線システム１１０Ｂ，１００Ｃのベースバンド信号の帯
域が重ならない値に設定されていることが好ましい。また、バンドパスフィルタ１２１ｂ
，１２１ｃは信号帯域を通過させる簡易なローパスフィルタでもよい。
【００５３】
　（実施の形態２）
　図３に、実施の形態２に係る無線通信装置の受信系の構成を示す。図３に示すように、
本例の無線通信装置３００は、無線システム１００Ｂ，１００Ｃのそれぞれの受信信号を
、無線システム１００Ａ用の１組の復調器１１９ａを流用して復調する構成を採っている
。
【００５４】
　図３に示すように、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃシステム信号ＲＦ１
，ＲＦ２，ＲＦ３は、個別のアンテナ１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃ、又は共用アンテナ
１７１により受信される。
【００５５】
　ここで、共用アンテナ１７１により各システム信号を受信する構成とした場合には、共
用アンテナ１７１が受信した各システム信号をアンテナ共用部１７２に送出する。アンテ
ナ共用部１７２は、共用アンテナ１７１から送られる各システム信号を、各受信系１００
Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの伝送回路１１５ａ，１１５ｂ，１１５ｃに分配する。
【００５６】
　一方、個別のアンテナ１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃにより各システム信号を受信する
構成とした場合には、各アンテナ１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃが受信した各システム信
号を、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの伝送回路１１５ａ，１１５ｂ，１
１５ｃに個別に送出する。各受信系１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃの伝送回路１１５ａ，
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１１５ｂ，１１５ｃは、入力された各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃで用い
る無線周波数の各受信信号ＲＦ１，ＲＦ２，ＲＦ３をそれぞれ増幅し、これを合成器３０
１に送出する。合成器３０１は、入力された各受信信号を合成し、これを無線システム１
００Ａ用の復調器１１９ａの分配器１１６ａに送出する。
【００５７】
　一方、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ用の局部発振器１２０ａ，１２０
ｂ，１２０ｃは、各無線システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃに対応した局部発振信号
をそれぞれ生成し、これらを合成器３０２に同時に送出する。合成器３０２は、各局部発
振器１２０ａ，１２０ｂ，１２０ｃから同時に入力された各局部発振信号を合成し、これ
を受信系１００Ａの復調器１１９ａの移相器１１８ａに送出する。
【００５８】
　復調器１１９ａは、各局部発振器１２０ａ，１２０ｂ，１２０ｃによって生成されて合
成器３０２から同時に入力された各局部発振信号を、合成器３０１から入力された各受信
信号に、乗算器１１７ａにより乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる各無線
システム１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃのベースバンド信号（復調信号）を得、無線シス
テムＡ用のローパスフィルタ１２１ａ、及び各無線システム１００Ｂ，１００Ｃ用のバン
ドパスフィルタ１２１ｂ，１２１ｃにそれぞれ送出する。
【００５９】
　ここで、無線システムＡの受信系１００Ａの局部発振器１２０ａは、無線システム１０
０Ａの受信信号の中心周波数をシフトさせない局部発振信号を生成し、これをそのまま復
調器１１９ａに入力する。復調器１１９ａは、局部発振器１２０ａによって生成された中
心周波数がシフトしていない局部発振信号を、無線システム１００Ａの受信系の受信信号
に乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線システム１００Ａのベースバン
ド信号を得る。
【００６０】
　この無線システム１００ＡのＩ／Ｑ信号に復調した後のベースバンド信号は、中心周波
数がシフトされずに“０Ｈｚ”のままであるので、そのフィルタリングにはローパスフィ
ルタ１２１ａを用い、これを無線システム１００Ａ用のＡＤＣ１２２ａに送出してアナロ
グディジタル変換する。
【００６１】
　一方、無線システム１００Ｂの受信系の局部発振器１２０ｂは、無線システム１００Ｂ
の受信信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ１を加算して、中心周波数をシフト
周波数Ｓ１分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを、合成器３０２を
介して復調器１１９ａに入力する。復調器１１９ａは、局部発振器１２０ｂによって生成
された中心周波数がシフト周波数Ｓ１分だけシフトしている局部発振信号を、無線システ
ム１００Ｂの受信系の受信信号に乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無線
システム１００Ｂのベースバンド信号を得る。
【００６２】
　この無線システム１００ＢのＩ／Ｑ信号に復調した後のベースバンド信号は、中心周波
数が“０Ｈｚ”よりもシフト周波数Ｓ１分だけずれたベースバンド信号になるので、その
フィルタリングにはバンドパスフィルタ１２１ｂを用い、これを無線システム１００Ａ用
のＡＤＣ１２２ａを流用してアナログディジタル変換する。
【００６３】
　同様に、無線システム１００Ｃの受信系の局部発振器１２０ｃは、無線システム１００
Ｃの受信信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ２を加算して、中心周波数をシフ
ト周波数Ｓ２分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを、合成器３０２
を介して復調器１１９ａに入力する。復調器１１９ａは、局部発振器１２０ｃによって生
成された中心周波数がシフト周波数Ｓ２分だけシフトしている局部発振信号を、無線シス
テム１００Ｃの受信系の受信信号に乗算することで、直交復調したＩ／Ｑ信号からなる無
線システム１００Ｃのベースバンド信号を得る。
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【００６４】
　この無線システム１００ＣのＩ／Ｑ信号に復調した後のベースバンド信号は、中心周波
数が“０Ｈｚ”よりもシフト周波数Ｓ２分だけずれたベースバンド信号になるので、その
フィルタリングにはバンドパスフィルタ１２１ｃを用い、これを無線システム１００Ａ用
のＡＤＣ１２２ａを流用してアナログディジタル変換する。
【００６５】
　このように、本例の無線通信装置３００は、無線システム１００Ａを受信していないと
きに、無線システム１００Ｂ，１００Ｃ用の局部発振器１２０ｂ，１２０ｃで生成した各
局部発振信号を、合成器３０２で合成して復調器１１９ａに同時に入力して、各無線シス
テム１００Ｂ，１００Ｃの受信系で受信した受信信号を、無線システム１００Ａ用の１つ
の復調器１１９ａで同時に復調するようにしている。
【００６６】
　これにより、本例の無線通信装置３００では、図１に示した無線システム１００Ｂ，１
００Ｃ用の復調器１１９ｂ，１１９ｃが不要になり、無線システム１００Ｂ，１００Ｃの
受信系の回路構成をより簡素化でき、その部品点数の増加、回路規模拡大、面積拡大、電
力消費増加を大幅に低減することができる。
【００６７】
　なお、本例の無線通信装置３００では、各無線システム１００Ｂ、１００Ｃの受信信号
を、最も広帯域の無線システム１００Ａ用の復調器１１９ａを流用して復調するようにし
ているが、無線システム１００Ｃの受信信号を、無線システム１００Ｂ用の復調器（図１
に示す復調器１１９ｂに相当）を流用して復調するようにしてもよい。ただし、この場合
には、無線システム１００Ｂ用の局部発振器１２０ｂは、無線システム１００Ａと同様に
、無線システム１００Ｂの受信信号の中心周波数をシフトさせない局部発振信号を生成し
、これを無線システム１００Ｂの復調器にそのまま入力するようにする。この構成では、
図１に示した無線システム１００Ｃ用の復調器１１９ｃが不要になる。
【００６８】
　（実施の形態３）
　図４に、実施の形態３に係る無線通信装置の送信系の構成を示す。図４に示すように、
本例の無線通信装置４００は、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システム４００Ａ
，４００Ｂ，４００Ｃの送信系に、それぞれ個別に変調器４２８ａ，４２８ｂ，４２８ｃ
を設けた構成を採っている。
【００６９】
　本例の無線通信装置４００では、無線システム４００Ａが送信していない時間帯におい
て、無線システム４００Ｂ，４００Ｃの各システム信号を重畳したベースバンド信号が、
Ｉ／Ｑ信号として、最も広帯域の無線システム４００Ａ用のＤＡ変換器（ＤＡＣ）４２３
ａに入力される。
【００７０】
　ＤＡＣ４２３ａは、入力された各無線システム４００Ｂ，４００Ｃのベースバンド信号
をディジタルアナログ変換し、これを各無線システム４００Ｂ，４００Ｃ用のバンドパス
フィルタ４２１ｂ，４２１ｃを通して、各無線システム４００Ｂ，４００Ｃ用の変調器４
２８ｂ，４２８ｃにそれぞれ送出する。
【００７１】
　無線システム４００Ａ用の変調器４２８ａは、移相器４２５ａ、乗算器４２６ａ、合成
器４２７ａからなり、局部発振器４２４ａによって生成された局部発振信号を前記ディジ
タルアナログ変換後の信号に乗算することで、無線システム４００Ａの無線信号を得、こ
れを、バンドパスフィルタ４２９ａ、可変利得アンプ４３０ａ、パワーアンプ４３１ａ、
バンドパスフィルタ４３２ａからなる伝送回路４３３ａに送出する。
【００７２】
　伝送回路４３３ａは、変調器４２８ａから入力された無線信号を、無線システム４００
Ａで用いる周波数の帯域幅に制御して増幅し、これを個別のアンテナ４３４ａ、又はアン
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テナ共用器４３５を通して共用アンテナ４３６に送出する。アンテナ４３４ａ又は共用ア
ンテナ４３６は、伝送回路４３３ａから入力された無線システム１００Ａで用いる無線周
波数のシステム信号ＲＦ１を空間へ送信する。
【００７３】
　なお、Ｉ／Ｑ段のローパスフィルタ４２１ａ、及びバンドパスフィルタ４２１ｂ，４２
１ｃは、変調器４２８ａ，４２８ｂ，４２８ｃの乗算器４２６ａ，４２６ｂ，４２６ｃの
歪、スプリアスに効果的であるが、設けなくてもよい。また、バンドパスフィルタ４２１
ｂ，４２１ｃは、信号帯域を通過させる簡易なローパスフィルタでもよい。
【００７４】
　同様に、無線システム４００Ｂは、そのベースバンド信号を、無線システム４００Ａ用
のＤＡＣ４２３ａを流用してディジタルアナログ変換し、これを、バンドパスフィルタ４
２１ｂを通し、変調器４２８ｂに送出して無線システム４００Ｂの無線信号を得る。
【００７５】
　伝送回路４３３ｂは、変調器４２８ｂから入力された無線信号を、無線システム４００
Ｂで用いる周波数の帯域幅に制御して増幅し、これを、個別のアンテナ４３４ｂ、又はア
ンテナ共用器４３５を通して共用アンテナ４３６に送出する。アンテナ４３４ｂ又は共用
アンテナ４３６は、伝送回路４３３ｂから入力された無線システム４００Ｂで用いる無線
周波数のシステム信号ＲＦ２を空間へ送信する。
【００７６】
　同様に、無線システム４００Ｃは、そのベースバンド信号を、無線システム４００Ａ用
のＤＡＣ４２３ａを流用してディジタルアナログ変換し、これを変調器４２８ｃに送出し
て無線システム４００Ｃの無線信号を得る。
【００７７】
　伝送回路４３３ｃは、変調器４２８ｃから入力された無線信号を、無線システム４００
Ｃで用いる周波数の帯域幅に制御して増幅し、これを、個別のアンテナ４３４ｃ、又はア
ンテナ共用器４３５を通して共用アンテナ４３６に送出する。アンテナ４３４ｃ又は共用
アンテナ４３６は、伝送回路４３３ｃから入力された無線システム４００Ｃで用いる無線
周波数のシステム信号ＲＦ３を空間へ送信する。
【００７８】
　ここで、無線システム４００Ａ用の局部発振器４２４ａは、無線システム４００Ａの無
線信号の周波数の局部発振信号を生成し、これをそのまま変調器４２８ａに入力する。
【００７９】
　一方、無線システム４００Ｂで用いる局部発振器４２４ｂは、無線システム４００Ｂの
無線信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ１を加算して、中心周波数をシフト周
波数Ｓ１分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを変調器４２８ｂに入
力する。
【００８０】
　同様に、無線システム４００Ｃで用いる局部発振器４２４ｃでは、無線システム４００
Ｃの無線信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ２を加算して、中心周波数をシフ
ト周波数Ｓ２分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを変調器４２８ｃ
に入力する。
【００８１】
　なお、本例の無線通信システム４００では、３つの無線システム４００Ａ，４００Ｂ，
４００Ｃの送信系について説明したが、例えば、その他の無線システム４００ｎの送信系
においても同様に、無線システム４００ｎの送信系の局部発振器は、無線システム４００
ｎの無線信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓｎを加算して、中心周波数をシフ
ト周波数Ｓｎ分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを無線システム４
００ｎ用の変調器４２８ｎに入力する。
【００８２】
　このように、本例の無線通信装置４００では、最も広帯域の無線システム４００Ａ用の
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１組のＤＡＣ４２３ａを流用して、他の無線システム４００Ｂ，４００Ｃのベースバンド
信号のディジタルアナログ変換を行うようにしている。
【００８３】
　また、本例の無線通信システム４００では、各無線システム４００Ａ，４００Ｂ，４０
０Ｃの無線信号を変調する際に、無線４００Ｂ，４００Ｃ用の局部発振器４２４ｂ，４２
４ｃで生成する局部発振信号の周波数を、シフト周波数Ｓ１，Ｓ２分だけ中心周波数から
意図的にずらすようにしている。
【００８４】
　これにより、本例の無線通信装置４００では、前述した無線通信装置１００と同様に、
広帯域の無線システム４００Ａのベースバンド信号の帯域の中に、無線システム４００Ｂ
及び無線システム４００Ｃのベースバンド信号が埋め込まれた波形からなる各無線システ
ム４００Ｂ，４００Ｃのベースバンド信号を、干渉を起こさずに同時に変調することがで
きる。
【００８５】
　また、本例の無線通信装置４００では、最も広帯域の無線システム４００Ａ用の１組の
ＤＡＣ４２３ａを流用して無線システム４００Ｂ，４００Ｃのベースバンド信号のディジ
タルアナログ変換を行うようにしているので、無線システム４００Ａよりも狭帯域の各無
線システム４００Ｂ，４００Ｃ用のＤＡ変換器（図８に示したＤＡＣ２３ｂ、２３ｃ）が
不要になり、その回路構成を簡素化することができる。
【００８６】
　従って、本例の無線通信装置４００によれば、無線システム４００Ａが送信していない
時に、複数の無線システム４００Ｂ，４００Ｃの無線信号を同時に変調して送信する送信
系の回路構成を簡素化して、複数の周波数バンドを同時に送信可能な構成とした際に生じ
る、部品点数の増加、回路規模拡大、面積拡大、電力消費増加を低減することができる。
【００８７】
　なお、ここでは、無線システム４００Ｂ，４００Ｃの無線信号を、最も広帯域の無線シ
ステム４００Ａ用のＤＡＣ４２３ａを流用してディジタルアナログ変換するようにしてい
るが、無線システム４００Ｃのベースバンド信号を、無線システム４００Ｂ用のＤＡＣ（
図８に示すＤＡＣ２３ｂに相当）を使用してディジタルアナログ変換するようにしてもよ
い。ただし、この場合には、無線システム４００Ｂ用の局部発振器４２４ｂは、無線シス
テム４００Ａと同様に、無線システム４００Ｂの無線信号の中心周波数をシフトさせない
局部発振信号を生成し、これをそのまま変調器４２８ｂに入力するようにする。この構成
では、図８に示した無線システム８０Ｃ用のＤＡＣ２３ｃが不要になる。
【００８８】
　（実施の形態４）
　図５に、実施の形態４に係る無線通信装置の送信系の構成を示す。図５に示すように、
本例の無線通信装置５００は、無線システム４００Ｂ，４００Ｃで送信する無線信号を、
無線システム４００Ａ用の１つの変調器４２８ａを流用して変調する構成を採っている。
なお、ここで流用する変調器は、各無線システム４００Ａ，４００Ｂ，４００Ｃの何れの
変調器であっても良い。
【００８９】
　本例の無線通信装置５００では、無線システム４００Ａが送信しない時間帯において、
４００Ｂ，４００Ｃの各システム信号を重畳したベースバンド信号が、Ｉ／Ｑ信号として
、最も広帯域の無線システム４００Ａ用のＤＡＣ４２３ａに入力される。
【００９０】
　ＤＡＣ４２３ａは、入力された各無線システム４００Ｂ，４００Ｃのベースバンド信号
をディジタルアナログ変換し、これを無線システム４００Ａ用の変調器４２８ａに送出す
る。
【００９１】
　無線システム４００Ａ用の変調器４２８ａは、局部発振器４２４ａによって生成された
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局部発振信号をディジタルアナログ変換後の信号に乗算することで、無線システム４００
Ａの無線信号を得、これを、分配器５０１により、バンドパスフィルタ４２９ａ、可変利
得アンプ４３０ａ、パワーアンプ４３１ａ、バンドパスフィルタ４３２ａからなる伝送回
路４３３ａに分配する。
【００９２】
　伝送回路４３３ａは、変調器４２８ａから入力された無線信号を、無線システム４００
Ａで用いる周波数の帯域幅に制御して増幅し、これを個別のアンテナ４３４ａ、又はアン
テナ共用器４３５を通して共用アンテナ４３６に送出する。アンテナ４３４ａ又は共用ア
ンテナ４３６は、伝送回路４３３ａから送られる無線システム４００Ａで用いる周波数の
システム信号ＲＦ１を空間へ送信する。
【００９３】
　同様に、無線システム４００Ｂは、そのベースバンド信号を無線システム４００Ａ用の
ＤＡＣ４２３ａを流用してディジタルアナログ変換し、これを無線システム４００Ａ用の
変調器４２８ａを流用して変調して無線システム４００Ｂの無線信号を得る。
【００９４】
　伝送回路４３３ｂは、変調器４２８ａから分配器５０１により分配された無線信号を、
無線システム４００Ｂの周波数の帯域幅に制御して増幅し、これを個別のアンテナ４３４
ｂ、又はアンテナ共用器４３５を通して共用アンテナ４３６に送出する。アンテナ４３４
ｂ又は共用アンテナ４３６は、伝送回路４３３ｂから入力された無線システム４００Ｂで
用いる周波数のシステム信号ＲＦ２を空間へ送信する。
【００９５】
　同様に、無線システム４００Ｃは、そのベースバンド信号を無線システム４００Ａ用の
ＤＡＣ４２３ａを流用してディジタルアナログ変換し、これを無線システム４００Ａ用の
変調器４２８ａを流用して無線システム４００Ｃの無線信号を得る。
【００９６】
　伝送回路４３３ｃは、変調器４２８ｃから分配器５０１により分配された無線信号を、
無線システム４００Ｃで用いる周波数の帯域幅に制御して増幅し、これを個別のアンテナ
４３４ｃ、又はアンテナ共用器４３５を通して共用アンテナ４３６に送出する。アンテナ
４３４ｃ又は共用アンテナ４３６は、伝送回路４３３ｃから入力された無線システムＣで
用いる周波数のシステム信号ＲＦ３を空間へ送信する。
【００９７】
　ここで、無線システム４００Ａ用の局部発振器４２４ａは、無線システム４００Ａの無
線信号の周波数がシフトしていない局部発振信号を生成し、これを、合成器５０２を通し
て、そのまま変調器４２８ａに入力する。
【００９８】
　一方、無線システム４００Ｂ用の局部発振器４２４ｂは、無線システム４００Ｂの無線
信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ１を加算して、中心周波数をシフト周波数
Ｓ１分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを、合成器５０２を通して
、無線システム４００Ａ用の変調器４２８ａに入力する。
【００９９】
　同様に、無線システム４００Ｃ用の局部発振器４２４ｃでは、無線システム４００Ｃの
無線信号の周波数に、予め設定したシフト周波数Ｓ２を加算して、中心周波数をシフト周
波数Ｓ２分だけシフトさせた周波数の局部発振信号を生成し、これを、合成器５０２を通
して、無線システム４００Ａ用の変調器４２８ａに入力する。
【０１００】
　これにより、本例の無線通信装置５００では、前述した無線通信装置４００と同様に、
最も広帯域の無線システム４００Ａのベースバンド信号の帯域の中に、無線システム４０
０Ｂ及び無線システム４００Ｃのベースバンド信号が埋め込まれた波形からなる各無線シ
ステム４００Ｂ，４００Ｃのベースバンド信号を、干渉を起こさずに同時に変調すること
ができる。
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【０１０１】
　このように、本例の無線通信装置５００では、各無線システム４００Ａ，４００Ｂ，４
００Ｃ用の局部発振器４２４ａ，４２４ｂ，４２４ｃで生成したそれぞれの局部発振信号
を、合成器５０２で合成して変調器４２８ａに入力して、無線システム４００Ａが送信し
ていない時間帯において、４００Ｂ，４００Ｃのベースバンド信号を、無線システム４０
０Ａ用の１つの変調器４２８ａで同時に変調するようにしている。
【０１０２】
　これにより、本例の無線通信装置５００では、図４に示した無線システム４００Ｂ，４
００Ｃ用の変調器４２８ｂ，４２８ｃが不要になり、無線システム４００Ｂ，４００Ｃの
送信系の回路構成をより簡素化でき、その部品点数の増加、回路規模拡大、面積拡大、電
力消費増加を大幅に低減することができる。
【０１０３】
　なお、本例の無線通信装置５００では、各無線システム４００Ｂ、４００Ｃの送信信号
を、最も広帯域の無線システム１００Ａ用の変調器４２８ａを流用して変調するようにし
ているが、無線システム４００Ｃの送信信号を、無線システム４００Ｂ用の変調器（図４
に示す変調器４２８ｂに相当）を流用して変調するようにしてもよい。ただし、この場合
には、無線システム４００Ｂ用の局部発振器４２４ｂは、無線システム４００Ａと同様に
、無線システム４００Ｂの送信信号の中心周波数をシフトさせない局部発振信号を生成し
、これを無線システム４００Ｂの変調器にそのまま入力するようにする。この構成では、
図４に示した無線システム４００Ｃ用の変調器４２８ｃが不要になる。
【０１０４】
　本発明の無線通信装置の１つの態様は、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システ
ムに対応可能な無線通信装置であって、前記各無線システムに対応して設けられ、少なく
とも１つは、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフトさせた局部発振信号
を生成する複数の局部発振器と、前記各局部発振器によって生成された局部発振信号をそ
れぞれ受信信号に乗算することで、各無線システムのベースバンド信号を得る復調器と、
前記複数の無線システムの数よりも少ない数だけ設けられ、前記中心周波数をシフトした
局部発振信号を用いて復調された無線システムのベースバンド信号のアナログディジタル
変換を、この無線システムよりも広帯域の無線システムのベースバンド信号をアナログデ
ィジタル変換する回路を流用して行うＡＤ変換器と、を具備する構成を採る。
【０１０５】
　この構成によれば、前記複数の無線システムの数よりも少ない数のＡＤ変換器で、各無
線通信システムのベースバンド信号をアナログディジタル変換することができるので、少
なくとも１つの無線システムのＡＤ変換器が不要になり、受信系の回路構成を簡素化する
ことができる。
【０１０６】
　本発明の無線通信装置の１つの態様は、前記複数の局部発振器のうち、最も広帯域の無
線システム用の局部発振器は、中心周波数がシフトしていない局部発振信号を生成し、前
記複数の局部発振器のうち、前記最も広帯域の無線システム用の局部発振器を除く他の無
線システム用の局部発振器は、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフトし
た局部発振信号を生成し、前記ＡＤ変換器は、前記最も広帯域の無線システムのベースバ
ンド信号をアナログディジタル変換可能な性能を持つ、単一のＡＤ変換回路でなり、全て
の前記無線通信システムのベースバンド信号を当該単一のＡＤ変換回路でアナログディジ
タル変換する構成を採る。
【０１０７】
　この構成によれば、最も広帯域の無線システム用のＡＤ変換器の単一のＡＤ変換回路で
、全ての無線通信システムのベースバンド信号をアナログディジタル変換することができ
るので、前記最も広帯域の無線システムを除く他の無線システムのＡＤ変換器が不要にな
り、受信系の回路構成をより簡素化することができる。
【０１０８】
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　本発明の無線通信装置の１つの態様は、前記最も広帯域の無線システム用の局部発振器
を除く他の無線システム用の局部発振器の前記周波数シフト量は、各無線システム間で異
なり、かつ前記最も広帯域の無線システムの周波数帯域の１／２以内に設定されている構
成を採る。
【０１０９】
　この構成によれば、前記他の無線システム用の局部発振器の前記周波数シフト量が、各
無線システム間で異なっており、かつ前記広帯域の無線システムの周波数帯域の１／２以
内に設定されているので、前記変調器又は復調器により前記各無線システムの各受信信号
又はベースバンド信号を互いに干渉させずに同時に区分けして変調又は復調することがで
きる。
【０１１０】
　本発明の無線通信装置の１つの態様は、前記復調器と前記ＡＤ変換器の間に設けられ、
前記復調器から出力される各無線システムのベースバンド信号をフィルタリングして前記
ＡＤ変換器に出力する前記各無線システム用の複数のバンドパスフィルタを、さらに具備
する構成を採る。
【０１１１】
　この構成によれば、前記複数のバンドパスフィルタにより、前記ＡＤ変換器に出力する
各無線システムのベースバンド信号を、フィルタリングし、不要波を抑圧することができ
る。
【０１１２】
　本発明の無線通信装置の１つの態様は、前記複数の局部発振器により生成された複数の
局部発振信号を合成して前記復調器に入力させる合成器を、さらに具備する構成を採る。
【０１１３】
　この構成によれば、前記合成器により前記複数の局部発振器により生成された複数の局
部発振信号を合成して前記復調器に入力させるので、各無線システム用の復調器の数を削
減することができる。
【０１１４】
　本発明の無線通信装置の１つの態様は、それぞれ周波数帯域が異なる複数の無線システ
ムに対応可能な無線通信装置であって、前記各無線システムに対応して設けられ、少なく
とも１つは、自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフトした局部発振信号を
生成する複数の局部発振器と、前記各局部発振器によって生成された局部発振信号を、前
記各無線システムのディジタルアナログ変換後のベースバンド信号に乗算することで、前
記各無線システムの無線信号を得る変調器と、前記複数の無線システムの数よりも少ない
数だけ設けられ、前記中心周波数をシフトした局部発振信号を用いて変調される前記各無
線システムのベースバンド信号のディジタルアナログ変換を、この無線システムよりも広
帯域の無線システムのベースバンド信号をディジタルアナログ変換する回路を流用して行
うＤＡ変換器と、を具備する構成を採る。
【０１１５】
　この構成によれば、前記複数の無線システムの数よりも少ない数のＤＡ変換器で、各無
線通信システムのベースバンド信号をディジタルアナログ変換することができるので、少
なくとも１つの無線システムのＤＡ変換器が不要になり、送信系の回路構成を簡素化する
ことができる。
【０１１６】
　本発明の無線通信装置の１つの態様は、最も広帯域の無線システム用の局部発振器は、
中心周波数がシフトしていない局部発振信号を生成し、前記複数の局部発振器のうち、前
記最も広帯域の無線システム用の局部発振器を除く他の無線システム用の局部発振器は、
自無線システムの中心周波数から所定周波数だけシフトした局部発振信号を生成し、前記
ＤＡ変換器は、前記最も広帯域の無線システムのベースバンド信号をディジタルアナログ
変換可能な性能を持つ、単一のＤＡ変換回路でなり、全ての前記無線通信システムのベー
スバンド信号を当該単一のＤＡ変換回路でディジタルアナログ変換する構成を採る。
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【０１１７】
　この構成によれば、最も広帯域の無線システム用のＤＡ変換器の単一のＤＡ変換回路で
、全ての無線通信システムのベースバンド信号をディジタルアナログ変換することができ
るので、前記最も広帯域の無線システムを除く他の無線システムのＤＡ変換器が不要にな
り、送信系の回路構成をより簡素化することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１１８】
　本発明に係る無線通信装置は、少なくとも１つの無線システム専用のＡＤ変換器又はＤ
Ａ変換器を削除して、当該無線システムの回路構成を簡素化し、複数の無線システムの周
波数バンドを同時に送受信可能な構成とした際に生じる、部品点数の増加、回路規模拡大
、面積拡大、電力消費増加を抑制することができるので、携帯電話機などの無線通信装置
として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１１９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る無線通信装置の構成を示す構成図
【図２】本発明の実施の形態１に係る無線通信装置により復調される復調波を示す図
【図３】本発明の実施の形態２に係る無線通信装置の構成を示す構成図
【図４】本発明の実施の形態３に係る無線通信装置の構成を示す構成図
【図５】本発明の実施の形態４に係る無線通信装置の構成を示す構成図
【図６】従来の無線通信装置の受信系の構成を示す構成図
【図７】従来の無線通信装置の他の受信系の構成を示す構成図
【図８】従来の無線通信装置の送信系の構成を示す構成図
【図９】従来の無線通信装置の送信系の他の構成を示す構成図
【符号の説明】
【０１２０】
　１００，３００，４００，５００　無線通信装置
　１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ　無線システム
　１１１ａ，１１１ｂ，１１１ｃ，４３４ａ，４３４ｂ，４３４ｃ　アンテナ
　１１５ａ，１１５ｂ，１１５ｃ，４３３ａ，４３３ｂ，４３３ｃ　伝送回路
　１１９ａ，１１９ｂ，１１９ｃ　復調器
　１２０ａ，１２０ｂ，１２０ｃ，４２４ａ，４２４ｂ，４２４ｃ　局部発振器
　１２１ａ　ローパスフィルタ
　１２１ｂ，１２１ｃ　バンドパスフィルタ
　１２２ａ　ＡＤ変換器（ＡＤＣ）
　１７１，４３６　共用アンテナ
　１７２，４３５　アンテナ共用器
　３０１，５０１　分配器
　３０２，５０２　合成器
　４２３ａ　ＤＡ変換器（ＤＡＣ）
　４２８ａ，４２８ｂ，４２８ｃ　変調器
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